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第380号
金
沢
・
卯う

辰た
つ

山や
ま
の
浦
上
キ

リ
シ
タ
ン
流
刑
地
跡
で
４
月

30
日
、
殉
教
者
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。
松
浦
悟
郎
司
教
が
主

司
式
、
浅
井
太
郎
神
父
（
殉

教
者
顕
彰
委
員
長
）、
チ
プ

リ
ア
ノ
神
父
（
金
沢
主
任
）

の
ほ
か
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
司

祭
た
ち
が
共
同
司
式
し
た
。

名
古
屋
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

組
48
人
を
含
む
信
徒
約
100
人

「
神
の
思
い 

実
現
の
道 

歩
も
う
」

が
参
列
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治

時
代
初
期
に
か
け
て
、
長
崎

で
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
大
規
模

な
弾
圧
事
件
が
あ
っ
た
。
捕

縛
、
投
獄
さ
れ
た
３
千
３
百

余
人
の
浦
上
の
信
者
た
ち

は
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て

尾
張
・
越
中
以
西
の
諸
藩
に

流
さ
れ
た
（
浦
上
四
番
崩

れ
）。
そ
の
う
ち
516
人
が
１

８
６
９
（
明

２
）
年
、
金

沢
に
連
れ
て

こ
ら
れ
卯
辰

山
に
収
容
さ

れ
た
。
１
８

７
３（
明
６
）

年
の
釈
放
令

ま
で
に
、
こ

の
地
で
百
余

人
が
折
檻
や

飢
餓
、
病
気

で
命
を
落
と

し
た
。

松
浦
司

教
は
説
教

で
、
川
村
信

三
神
父
（
イ

エ
ズ
ス
会
）

の
キ
リ
シ
タ

ン
に
つ
い
て

の
記
事
（
カ

ト
リ
ッ
ク
新

聞
４
月
29
日

付
）
を
取
り

上
げ
て
話
を
進
め
た
。

「
浦
上
か
ら
流
さ
れ
た
人

た
ち
は
自
分
た
ち
の
流
刑
の

こ
と
を
“
旅
”
と
言
っ
た
。

苦
し
い
道
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
道
を
通
り
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
信
仰
の
確
信
を
深
め
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼

ら
が
浦
上
で
捕
ま
っ
て
流

さ
れ
る
時
に
感
じ
た
こ
と

と
、
こ
こ
へ
来
て
感
じ
た
こ

と
と
、
そ
れ
か
ら
何
カ
月
も

経
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
ま
っ

た
く
違
う
の
で
は
な
い
か
と

思
う
」

「
私
た
ち
も
同
じ
だ
と
思

う
。
人
生
の
中
で
、
今
こ
の

社
会
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
突
き
当
た
り
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
神

の
心
に
近
づ
い
て
い
く
。
神

の
思
い
を
こ
の
世
界
で
実
現

し
て
い
く
。
先
人
た
ち
の
信

仰
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
私

た
ち
も
そ
の
道
を
歩
ん
で
い

き
た
い
」

卯
辰
山
巡
礼
前
日
の
４

月
29
日
、「
浦
上
キ
リ
シ
タ

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
者
の
た
め
の
ミ
サ

江
戸
時
代
に
二
百
数
十
年
間
を

耐
え
抜
い
た
信
仰
の
伝
統
に
つ
な
ぐ

江
戸
時
代
に
二
百
数
十
年
間
を

耐
え
抜
い
た
信
仰
の
伝
統
に
つ
な
ぐ

ン
流
配
者
の
た
め
の
ミ
サ
」

が
浅
井
太
郎
神
父
（
一
宮

教
会
主
任
）
司
式

に
よ
っ
て
捧
げ
ら

れ
、
約
50
人
の
信

徒
が
参
列
し
た
。

浅
井
神
父
は
ミ

サ
の
中
で
、
キ
リ

シ
タ
ン
流
配
者
に

つ
い
て
年
代
順
に

振
り
返
っ
た
。
そ

の
中
で
名
古
屋
の

特
徴
「
改
心
も
ど

し
」
に
つ
い
て

触
れ
た
。
１
８
７

０
（
明
３
）
年
夏
、
い
っ
た

ん
全
員
が
「
改
心
」（
棄
教
）

し
た
が
、
そ
の
後
改
心
の
取

り
消
し
が
相
次
ぎ
、
次
の
年

７
月
の
時
点
で
は
改
心
者
の

大
部
分
が
取
り
消
し
て
い
た

と
い
う
。

神
父
は
「
浦
上
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
の
犠
牲
は
、
信
教
の

自
由
を
め
ぐ
る
人
権
保
護

の
重
大
性
を
訴
え
、
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
の
高
札
撤
去
を

も
た
ら
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
影
響
は
帝
国
憲
法

制
定
に
ま
で
及
ん
だ
」
と
話

し
、「
彼
ら
の
犠
牲
の
た
め

に
祈
る
こ
と
は
、
私
た
ち
も

ま
た
そ
の
伝
統
に
つ
な
が

る
こ
と
の
確
認
と
な
る
」
と

強
調
し
た
。

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金�

６
月
24
日

　

教
皇
は
人
々
の
苦
し
み
や
悩
み
を
聞
き
、
優
し
い

笑
顔
で
力
づ
け
、
数
々
の
援
助
を
与
え
ま
す
。
全
世

界
の
人
々
に
い
つ
も
寄
り
添
う
教
皇
に
心
を
合
わ
せ
、

わ
た
し
た
ち
も
世
界
中
の
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た

め
に
祈
り
と
献
金
を
さ
さ
げ
ま
す
。

第
40
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
全
国
集
会

２
０
１
８
名
古
屋
大
会

共
に
生
き
る
地
球
家
族

―
今
問
わ
れ
る
、
私
た
ち
の
選
び
、
私
の
決
意
―

　

２
０
１
８
年
11
月
23
日
（
金
・
祝
）・
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

主　

催　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

　
　
　
　
　
　

共　

催　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会

殉
教
者
ミ
サ
後
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

ミ
サ
を
捧
げ
る
浅
井
太
郎
神
父
（
左
）
と
早
川

和
彦
助
祭

日
本
の
信
仰
の
基
礎
で
あ

る
キ
リ
シ
タ
ン
や
殉
教
者
の

こ
と
を
学
び
直
し
、
そ
の
生

き
方
を
見
直
し
て
、
今
日

の
私
た
ち
の

生
き
方
に
繋

げ
よ
う
と
、

キ
リ
シ
タ
ン

史
勉
強
会
の

第
１
回
勉
強

会
が
主
税
町

記
念
聖
堂
で

開
か
れ
、
約

30
人
が
熱
心

に
聴
き
入
っ

た
。
勉
強
会

は
名
古
屋
と

金
沢
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
、
３
年
間
で
10
回

の
コ
ー
ス
。

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
松
浦
悟
郎
司
教
が
「
現

代
の
迫
害
を
生
き
る
た
め

に
」
と
題
し
て
講
話
を
行
っ

た
＝
写
真
上
。

司
教
は
、「
か
つ
て
の
よ

う
に
外
部
か
ら
信
仰
を
捨
て

ろ
と
か
言
わ
れ
な
く
て
も
、

私
た
ち
の
良
心
と
か
信
仰
を

生
き
る
中
で
、
そ
れ
を
妨
げ

よ
う
と
す
る
も
の
、
そ
れ
を

無
く
そ
う
と
す
る
よ
う
な
力

が
現
代
で
は
違
っ
た
形
で
も

の
す
ご
く
大
き
く
あ
る
。
そ

こ
に
私
た
ち
の
学
び
の
目
的

が
無
か
っ
た
な
ら
、
昔
は
こ

ん
な
偉
大
な
人
が
い
た
、
と

い
う
だ
け
の
研
究
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は
、

私
が
今
立
っ
て
い
る
場
で
、

信
仰
を
ど
う
生
き
る
か
に
結

び
つ
い
て
い
く
だ
ろ
う
」
と

述
べ
た
。

さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
迫

害
の
歴
史
の
節
目
や
殉
教
の

考
え
方
に
触
れ
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
が
ど
の
よ
う
に
し
て

共
同
体
を
存
続
さ
せ
て
き
た

か
に
つ
い
て
話
し
た
。

殉
教
者
顕
彰
委
員
会
の
橋

本
裕
明
さ
ん
＝
写
真
下
＝

は
、
日
本
開
教
ま
で
の
西
欧

の
宗
教
状
況
、
す
な
わ
ち
大

航
海
時
代
、
宗
教
改
革
、
修

道
会
の
海
外
伝
道
に
つ
い
て

解
説
し
、
最
後
に
、
日
本
に

初
宣
教
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
イ
エ
ズ
ス

会
）
の
言
葉
や
書
簡
を
紹
介

し
た
。

「
主
よ
、
私
を
引
き
つ
け

る
の
は
／
あ
な
た
ご
自
身
で

す
／
私
の
心
を
揺
り
動
か
す

の
は
／
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

／
侮
辱
を
お
受
け
に
な
っ
た

あ
な
た
の
お
姿
で
す
」（「
十

字
架
の
キ
リ
ス
ト
へ
の
祈

り
」
よ
り
）
な
ど
の
言
葉
か

ら
、
ザ
ビ
エ
ル
の
宣
教
に
賭

け
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
た
。

前
田
万
葉
枢
機
卿
は
現

在
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
副
会
長
。
常
任

司
教
委
員
会
委
員
、
学
校

教
育
委
員
会
と
エ
キ
ュ
メ

ニ
ズ
ム
部
門
の
委
員
長
な

ど
も
務
め
て
い
る
。

＋
主
の
平
和

聖
霊
降
臨
の
喜
び
の
日
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
大
阪

教
区
並
び
に
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
全
体
の
喜
び
と
な
る
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
５
月
20
日
、
バ
チ
カ
ン
・
サ
ン

ピ
エ
ト
ロ
広
場
に
集
ま
っ
た
巡
礼
者
や
訪
問
者
に
向
け
て
の

「
ア
レ
ル
ヤ
の
祈
り
」
を
祈
る
際
、
６
月
29
日
の
枢
機
卿
会

議
に
お
い
て
、
14
人
の
枢
機
卿
を
親
任
す
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
日
本
か
ら
は
、
前
田
万
葉
大
司
教
が
選

ば
れ
、
枢
機
卿
と
な
り
ま
す
。
故
濱
尾
文
郎
枢
機
卿
に
次
い

で
６
人
目
。
故
白
柳
誠
一
枢
機
卿
が
亡
く
な
っ
て
以
来
の
、

日
本
人
枢
機
卿
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
前
田
万
葉
大

司
教
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
と
も
に
お
祈
り
下
さ
い
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

キ
リ
シ
タ
ン
史
勉
強
会
は
じ
ま
る

「
現
代
の
迫
害
を

�

生
き
る
た
め
に
」

〈
大
阪
大
司
教
区
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

前
田
万
葉
大
司
教

�

枢
機
卿
に
選
出

〈
略
歴
〉

大
阪
大
司
教　

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
前
田
万
葉

１
９
４
９
年
３
月
３
日
、
長
崎
県
南
松
浦
郡
新
上
五
島
町
仲

知
生
ま
れ
。
１
９
７
５
年
３
月
19
日
、
司
祭
叙
階
。
２
０
１

１
年
６
月
13
日
、広
島
教
区
司
教
に
任
命
。
同
年
９
月
23
日
、

司
教
叙
階
。
２
０
１
４
年
８
月
20
日
、大
阪
大
司
教
に
任
命
。

同
年
９
月
23
日
、
着
座
。
２
０
１
８
年
５
月
20
日
、
枢
機
卿

に
任
命
さ
れ
る
。

松浦司教

卯
辰
山
殉
教
者
ミ
サ　

日
本
解
教
ま
で
宗
教
状
況
を
話
す

橋
本
裕
明
さ
ん
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

社
会
委
員
会
が

発
足
し
て
１
年
。

２
月
25
日
、
教
区

セ
ン
タ
ー
に
て
、

松
浦
悟
郎
司
教
を

交
え
て
社
会
委
員

会
が
開
か
れ
た
。

２
人
以
上
出
席
の

小
教
区
も
い
く
つ

か
あ
り
、
熱
気
に

満
ち
た
会
合
と

な
っ
た
。

ま
ず
、
松
浦
司

教
は
次
の
よ
う
に

話
し
た
。

「
社
会
委
員
の
役
割
に
つ

い
て
今
一
度
確
認
す
る
。
教

会
が
社
会
に
向
か
っ
て
福
音

を
証
し
し
て
い
く
、
あ
る
い

は
、
こ
の
社
会
が
神
の
望
ま

れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
よ

う
に
と
、
教
会
は
派
遣
す
る

使
命
が
あ
る
」

「
社
会
委
員
の
役
割
の
一

つ
目
、
教
会
を
通
し
て
発
す

る
様
々
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
す
べ
て
の
信
者
に

必
ず
伝
え
る
。
自
分
が
賛
成

と
か
反
対
と
か
に
関
わ
ら

ず
、皆
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
。

そ
の
判
断
を
す
る
の
は
一
人

一
人
で
、知
る
権
利
が
あ
る
」

「
二
つ
目
。
疑
問
点
は
学

び
合
う
。
い
ろ
い
ろ
な
疑

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

「
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

祈
り
と
償
い
の
日
」
設
定
の

呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
、
日

本
の
司
教
団
は
そ
の
日
を
四

旬
節
・
第
２
金
曜
日
と
決
め

た
。名

古
屋
教
区
は
そ
の
第
１

回
の
集
い
と
司
教
ミ
サ
を
、

３
月
24
日
布
池
教
会
小
聖
堂

で
行
っ
た
。
約
20
人
が
参
加

し
、
共
に
祈
っ
た
。

担
当
司
祭
で
あ
る
岩
崎
一

二
三
神
父
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
宮
本
信
代
さ
ん
（
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
秘
書
）

が
日
本
で
の
聖
職
者
に
よ
る

性
虐
待
の
報
告
を
し
た
。

２
０
０
４
年
カ
ト
リ
ッ
ク

新
聞
広
告
欄
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
協
力
要
請
に
、
110
件
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
身
体
的

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
言
葉
に
よ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
生
々
し
い
実

態
が
記
さ
れ
て
お
り
、
教
会

内
部
で
も
セ
ク
ハ
ラ
が
存
在

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。『教

会
の
対
応
に
つ
い
て
』

の
回
答
で
は
、「
う
や
む
や

に
す
る
」「
取
り
合
わ
な

い
」「
被
害
者
が
責
め
ら
れ

る
」「『
許
し
な
さ
い
』『
あ

な
た
に
も
問
題
が
あ
る
の
で

は
？
』『
過
去
の
こ
と
は
忘

れ
な
さ
い
』『
あ
の
神
父
様

が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
は
ず

が
な
い
』
な
ど
の
言
葉
が
向

け
ら
れ
、
さ
ら
に
傷
つ
け
ら

れ
た
」な
ど
記
さ
れ
て
い
た
。

被
害
を
受
け
た
と
訴
え
て

き
た
子
ど
も
へ
の
初
期
対
応

で
は
、
子
ど
も
の
心
を
配
慮

し
て
、「
誰
が
何
を
し
た
か
」

だ
け
を
聞
き
、
教
区
相
談
窓

口
ま
た
は
司
教
に
連
絡
を
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

被
害
者
が
責
め
ら
れ
る

「
二
次
被
害
」
に
つ
い
て
。

加
害
行
為
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
被
害
者
は
生
ま
れ
な
い
。

励
ま
す
つ
も
り
で
言
っ
た
言

葉
も
、
被
害
者
の
心
の
叫
び

を
ま
ず
受
容
し
な
け
れ
ば
凶

器
と
な
る
。“
性
虐
待
や
性

暴
力
は
重
大
な
犯
罪
、
被
害

者
は
何
も
悪
く
は
な
い
”
と

い
う
意
識
で
理
解
し
、
100
％

被
害
者
の
立
場
に
立
ち
、
二

次
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

毎
年
、
100
人
近
い
教
区
司

祭
、
各
修
道
会
の
司
祭
、
修

道
者
の
参
加
を
得
て
「
召
命

担
当
者
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
今
年
は
、
東
京

四
ツ
谷
の
カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
聖
ヨ
セ

フ
ホ
ー
ル
で
、
4
月
27
日
か

ら
28
日
に
行
わ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
青
年

と
召
命
」
で
、
次
の
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

講
演
１　

若
者
と
召
命

（
サ
レ
ジ
オ
修
道
会
・
佐
藤

直
樹
神
父
）

講
演
２　

若
者
と
メ
デ
ィ

ア
と
召
命
（
聖
パ
ウ
ロ
修
道

会
・
井
手
口
満
修
道
士
）

講
演
３　

青
少
年
の
召
命

促
進
に
つ
い
て
（
高
松
教
区

司
教
・
諏
訪
榮
治
郎
司
教
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
養
成
の

現
場
か
ら
」
で
は
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
・
大
山
悟
神
父
、
コ
ン

ベ
ン
ツ
ァ
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
・
平
孝
之
神
父
よ

り
、
教
区
と
修
道
会
の
養
成

の
現
場
か
ら
の
報
告
が
あ

り
、
質
疑
と
応
答
の
後
、
諸

問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
昨
年
開
催
さ
れ

た
「
若
者
と
教
会
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
東
京
教
区
の
青
年
」

の
発
言
か
ら
次
の
ま
と
め
が

あ
っ
た
。

《
教
会
に
つ
い
て
》
教
会
は

「
神
の
恵
み
」
が
働
く
と
こ

ろ
。
教
会
は
〈
居
場
所
〉〈
居

て
も
良
い
場
所
〉〈
帰
っ
て

く
る
場
所
〉

《
召
命
に
つ
い
て
》
召
命
と

い
う
言
葉
を
キ
リ
ス
ト
者
の

召
命
な
ど
広
い
意
味
で
使
っ

て
ほ
し
い
。
結
婚
の
召
命
。

独
身
で
社
会
の
中
で
人
の
た

め
に
生
涯
を
捧
げ
る
召
命

《
若
者
か
ら
教
会
へ
の
要
望
》

若
者
が
教
会
で
何
が
で
き
る

か
を
教
え
て
ほ
し
い
。
若
者

が
〈
帰
る
場
所
〉〈
居
場
所
〉

〈
安
心
し
て
安
ら
げ
る
場
所
〉

と
し
て
の
教
会
を
造
っ
て
ほ

し
い
。
若
者
へ
の
心
か
ら
の

「
お
も
て
な
し
」
が
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
若
者
た

ち
は
神
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
て

い
る
教
会
共
同
体
を
切
望
し

て
い
る
。
若
者
た
ち
は《
場
》

《
関
わ
り
》《
出
会
い
》
を
求

め
て
い
る
。

等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

さ
い
ご
に
、
諏
訪
榮
治
郎

司
教
主
司
式
、
６
人
の
司
祭

に
よ
る
感
謝
の
派
遣
ミ
サ
が

行
わ
れ
て
閉
幕
し
た
。

（
美
濃
加
茂
教
会
・

�

梶
川
清
一
）

社
会
委
員
会
、
発
足
し
て
１
年

活
動
の
振
り
返
り
と
今
後
の
課
題

第
１
回

「
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

�

祈
り
と
償
い
の
日
」

日
本
で
の
実
情
報
告
と
司
教
ミ
サ

カ
ト
リ
ッ
ク
召
命
チ
ー
ム
企
画

第
４
回　

召
命
担
当
者
の
集
い

―
青
年
が
教
会
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
？
―

「お米の一握り運動」終了のお知らせ
　信徒使徒職協議会愛の活動として長年続けて参
りました「お米の一握り運動」は、2018年6月23日
（土）に開催する委員総会の日をもちまして終了さ
せて頂きます。教区センター敷地内の保冷庫への
お米の持ち込みも、同日までのものは「神の愛の
宣教者会」へお届けさせて頂きますが、それ以降
につきましては各教会から直接修道会へお持ち頂
けたら幸いです。
　こうした決定に至りましたのは、（1）お米の受入
先が「神の愛の宣教者会」の一箇所になり、その
修道会も現在喜んで受けて頂いてはいますが、今
後の継続を切望しているわけではないこと。（2）新
生信徒協の主な活動を、教区内の信徒使徒職を実
行している個人やグループの情報を収集整理発信
して、教区の活性化に役立たせるという方向に変え
たためです。これまで長い間本当に大勢の皆様の尊
いご協力に、心からのお礼を申し上げる次第です。
� 信徒使徒職協議会　　会長　滑川正雄

地下墓地��カタコンベの世界
～地下世界に魅せられた研究者たち～

　この企画は西南学院大学の先生方が研究の合間に集
めてこられた貴重な個人コレクションを、博物館スタッ
フと協力して一挙公開するものです。名古屋教区内での
開催はありません。ご興味のある方はお出かけください。
日　時　4月2日（月）～6月30日（土）
　　　　10：00～18：00（入館は17：30まで）
会　場　西南学院大学博物館1階特別展示室・2階講堂
　　　　福岡県福岡市早良区西新3丁目13番1号
　　　　☎092-823-4785　Fax 092-823-4786
入　場　無料（日曜日は休館）
協　力　�山田順研究室（西南学院大学国際文化学部国際

文化学科）、南山大学教皇庁認可神学部図書館
　　　　西南学院大学
問合せ　南山大学人文学部キリスト教学科
　　　　在名古屋教皇庁認可神学部事務・西田尚美
　　　　☎052-832-3111
　　　　E-mail:�nnishida@ic.nanzan-u.ac.jp

『聖書��新共同訳』の「御子（みこ）」の読み替えについて
　カトリック教会の典礼式文では「御子」を「おんこ」と読んできましたが、
典礼における聖書朗読で使用している『聖書　新共同訳』では「御子」を�
「みこ」と読んでいます。そのため同じミサの中で「おんこ」と「みこ」
の両方が使用される場合があり、「おんこ」に統一してほしいとの要望が
日本カトリック司教協議会に寄せられていた。
　これを受けて同典礼委員会が『聖書　新共同訳』の「御子（みこ）」を
「おんこ」と読み替える可能性について日本聖書協会と協議を重ねた結果、
同協会からカトリック教会の典礼における聖書朗読に限って「御子」を�
「おんこ」と読み替える許可を頂き、4月5日に開催された日本カトリック
司教協議会常任司教委員会において、本件に関して以下の事項が承認な
らびに確認されました。
実施開始日
　『聖書　新共同訳』で使用されている「御子（みこ）」から「おんこ」
への読み替えは、本年の聖霊降臨の主日の翌日（5月21日）から実施します。
留意事項
1、��今回の読み替えは、カトリック教会の典礼における聖書朗読に限って
実施されます。

2、��カトリック中央協議会発行の『主日の朗読聖書』と『朗読聖書―聖な
る過ぎ越しの3日間』を用いる場合、該当箇所を「おんこ」に読み替
えます。なお該当箇所は今後の重版の際に「おんこ」に修正されます。

3、��カトリック中央協議会発行の月刊誌『毎日のミサ』は本年7月号から�
「おんこ」に修正して発行予定。
4、��他のカトリック出版社から発行されている典礼用冊子を用いる場合も
同様に「おんこ」に読み替えます。

5、��朗読箇所のみが示され、それにしたがって『聖書　新共同訳』を用い
て朗読する場合も「おんこ」に読み替えます。

青少年の召命促進について講演
する諏訪榮治郎司教

問
が
信
徒
か
ら
出
て
く
る

と
思
う
。
例
え
ば
、「
ど
う

し
て
教
会
は
原
発
に
対
し
て

Ｎ
Ｏ
！
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」「
な
ぜ
憲
法
を
守
ろ
う

と
言
っ
て
る
の
だ
ろ
う
か
」

な
ど
。
こ
れ
ら
は
少
な
く
と

も
何
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

か
立
場
で
は
な
く
て
、
福
音

の
立
場
か
ら
司
教
団
が
教
会

と
し
て
社
会
に
責
任
を
も
っ

て
発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
疑

問
を
持
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
勉
強
し
た
り
、
分
か
ち

合
っ
た
り
し
て
、
少
し
内
容

を
掘
り
下
げ
た
ら
う
れ
し
く

思
う
」

次
に
司
教
か
ら
三
つ
の
質

問
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
分
か
ち
合
い
を
行
っ

た
。

①�

こ
の
一
年
間
、
社
会
委
員

と
し
て
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
た
か
？

②
感
じ
る
課
題
・
困
難
は
？

③�

社
会
委
員
会
あ
る
い
は
社

会
委
員
と
し
て
、
今
後

や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

は
？

こ
れ
ら
の
回
答
で
、
社
会

委
員
と
し
て
伸
び
の
び
と
活

動
し
て
い
る
小
教
区
と
、
主

任
司
祭
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
、
チ
ラ
シ
の
掲
示
す
ら
思

う
よ
う
に
出
来
な
い
と
い
う

小
教
区
の
違
い
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

全
体
発
表
で
は
、「
社
会

委
員
会
に
つ
い
て
皆
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫

し
、
地
道
に
説
明
し
て
き
た

結
果
、
反
対
し
て
い
た
人
た

ち
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
信

徒
集
会
を
２
カ
月
に
１
度
開

き
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
る
」「
憲
法
や

原
発
問
題
な
ど
の
勉
強
会

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
」

「
去
年
か
ら
子
ど
も
食
堂
を

は
じ
め
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
は
信
者
以
外
の
人

た
ち
が
多
い
」「
教
会
内
で

温
度
差
が
あ
る
。
ど
う
し
た

ら
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

分
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

で
あ
る
。

名
古
屋
教
区
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
長

小
瀬
木
尚
美
さ
ん
か
ら
は
名

古
屋
教
区
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ミ
サ
の
は
じ
め
に
松
浦
司

教
は
「
２
０
０
３
年
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
が
、
被
害
者
の

方
々
の
中
に
は
愕
然
と
す
る

ほ
ど
本
当
に
大
き
な
心
の
傷

を
負
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

世
界
中
で
多
く
の
人
が
傷
つ

い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
現
実

に
直
視
し
な
が
ら
、
ミ
サ
の

中
で
彼
ら
彼
女
ら
の
た
め
に

祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
た
。続
い
て
、

被
害
者
の
方
々
の
想
像
を
超

え
た
、
痛
み
と
苦
し
み
の
声

が
、
静
か
な
音
楽
を
背
景
に

文
字
で
次
々
と
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
さ
れ
た
。

名
古
屋
教
区
相
談
窓
口

☎
０
５
２

－

９
３
２

－

９
３

３
７
（
愛
知
総
合
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
小
瀬
木
）

名
古
屋
司
教
館

☎
０
５
２

－

９
３
６

－

８
３

６
７
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

新刊案内

「ミサの鑑賞ー感謝の祭儀をささげるためにー」
吉池好高 著

発行：オリエンス宗教研究所　￥1,296（税込）

　カトリックの信仰内容を表すミサを
正しく見つめ、味わうために。イエス・
キリストとその弟子たちが示した、圧
倒的な愛とゆるしの姿を感じ取る体験
へと導く。日本カトリック典礼委員会
担当司教・白浜満司教推薦。
　「ミサの鑑賞という表題はいささか
問題があるかもしれません。ミサは鑑
賞の対象ではなく、私たちが行動的に
参加し、ともにささげるものだからで
す。しかし、ともに参加し、ともに祈
るためには、ミサの中でどのようなこ
とが行われ、どのようなことが祈られているのか、ミサの参加者
である私たちに正しく理解されていなければなりません。カトリッ
ク教会の現行のミサ式次第に沿ってそれを味わうことは、ミサへ
の主体的、行動的参加のための出発点であると思います。ミサ式
次第、典礼文は、私たちがささげるミサの台本のようなものです。
演出家や俳優たちが上演する演劇の台本を読み込むように、ある
いは、指揮者や演奏家が演奏する曲目の楽譜を前もって念入りに
研究するように、ミサを私たちの祈りとするためには、まずミサ
の式次第と典礼文を味わうことが大切です。」（本文より）

青年女性のための召命黙想会
テーマ「わたしの愛にとどまりなさい」

指　導　トントン師（神言会）
対　象　青年女性
日　時　6月16日（土）14：00�～�17日（日）16：00
場　所　八事聖霊修道院
参加費　3,000円
問合せ・連絡先　八事聖霊修道院
　　　　☎052-832-0434　
　　　　E-mail:�seirei-voc@kss.biglobe.ne.jp

名古屋教区「一粒会の集い」
日　時　6月17日（日）14：00～16：30
講　演　飯野耕太郎（長浦教会主任司祭）
　　　　テーマ『神の恵みによって今日の私があるのです』
場　所　カトリック緑ヶ丘教会
　　　　名古屋市緑区ほら貝1-238-1　☎052-876-9723
プログラム
　　13：30受付開始　14：00開会と挨拶　14：10講演会
　　15：15司教ミサ　16：30閉会　閉会後に茶話会
交　通　出来る限り公共交通機関をご利用ください。
　　　　地下鉄桜通線「相

あい

生
おい

山
やま

」駅2番出口より徒歩5分
駐車場　27台
主催・問合せ　名古屋教区一粒会
　　　　　　　西村由美子　☎090-1279-9932

第33回障害者のつどい
“生まれてきてよかった、�

生きていてよかったと思いたい”

―優生思想と人権―

日　時　7月15日（日）　�� 9：00　（受付開始）�
10：00　交流会・司教ミサ・その他�
16：30　（終了予定）

場　所　カトリック熱田教会　名古屋市熱田区伝馬2-28-14
　　　　☎052-671-4549　Fax 052-671-4624
交　通　①名鉄・神宮前駅からバス
　　　　　神宮東門乗車、内田橋北駅下車、徒歩5分
　　　　②�地下鉄名城線・伝馬町駅から徒歩10分
　　　　　※�駐車台数に制限がありますので、上記の方

法でご来場ください。
テーマ　�「生まれてきてよかった、生きていてよかったと

思いたい」
参加費　大人1,200円　中高生700円　小学生以下無料
申込期限　7月2日（月）
共　催　�教区障害者連絡会、教区社会福祉委員会、宣司評

城南ブロック
後　援　カトリック名古屋教区
問合せ　社会福祉委員会　☎052-852-1426

� （振込手数料引去後の金額）

単�月�明�細 2011. 3. 17�発災から
2018. 3. 31までの合計項目 3/1～3/31

収入
支援金総額（※1） 760,515 29,645,727

収入合計 760,515 29,645,727
支出
カリタスジャパンへ 600,000 11,235,367
さいたま教区・災害支援金へ 0 1,000,000
カリタス南相馬ベース支援 620,000 1,779,450
福島移住女性支援ネットワーク 200,000 490,000
福島被災地（狩浦神父活動）支援 100,000 100,000
大阪教会管区（大船渡・南三陸）支援 50,000 14,006,234
オールジャパン会議交通費 0 123,620
大船渡ベースへ車いす４台贈呈 0 123,200
大船渡ベースへピアノ贈呈 0 58,800
ベース支援ボランティア交通費補助 0 491,150
災害支援金口座へ 185,193 185,193

支出合計 1,755,193 29,593,014
単月・支援金残高 52,713 52,713
支援金残高合計 52,713

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

※�3月度に支援金のご協力いただいた
小教区・個人（敬称略）

　 岡崎、鳴海、一宮、金沢、布池、�
豊橋、高蔵寺、半田、港、浜野�要

★名古屋教区の支援金は
　�カリタス大船渡ベースとカリタス南三
陸（旧・米川ベース）、カリタス南相馬、
カリタスジャパン（東日本大震災募
金）、そして、福島での活動団体を中
心に支援していきます。引き続き皆様
のご支援、ご協力をお願い致します。

☆�4月の支援金の振込はありませんでし
た。引き続きよろしくお願い致します。

★支援金振込先　郵便振替用紙にて
　�口座番号 ００８８０－６－１６２８�
名義　�カトリック名古屋教区社会福祉

委員会 「東日本大震災・災害支
援金」と記入願います。

正義と平和委員会の学習会
　11月23日・24日に名古屋教区で開催する正義と平和全国
集会に向けた事前学習会です。ご参加ください
○6月16日（土）13：30～15：30
　テーマ　「憲法」
　講　師　猪瀬俊雄（正平委委員・高蔵寺教会）
○8月18日（土）13：30～15：30
　テーマ　「天皇制」
　講　師　シスター三好（援助修道会）
○10月20日（土）13：30～15：30
　テーマ　「沖縄」
　講　師　浅見裕子（フォトジャーナリスト）
○11月17日（土）13：30～15：30
　テーマ　「原発」
　講　師　河田昌東（チェルノブイリ救援中部）
会場　いずれも名古屋教区センター
主催・問合せ　教区正義と平和委員会　Fax 052-935-7195

「青年のための聖書の学び」6月17日（日）
テーマ　ルカ17章　来る〈神の国が〉（赦し・奉仕）
対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　14：00～19：50（高校生16：30まで）
担当者　シスター碇（いかり）政子
連絡先　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　名古屋市千種区園山町1-56　☎052-782-5850　
ＦＢ　　「青年のための聖書の学び」
ＨＰ　　http://www.concepcionistas.jp/

東日本大震災・災害支援金の年間累計報告　自2011年3月17日～至2018年3月31日
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通りご報告いたします。� 社会福祉委員会
暖かいご支援に心より感謝いたします !�!

　日本カトリック正義と平和全国集会の第40回大会が、こ
の秋、名古屋教区主催で開かれます。
　今年10月に列聖が決まった福者パウロ6世教皇が1967年、
教皇庁に正義と平和委員会を設置されたのを受け、日本で
も70年に司教協議会に正義と平和委員会が発足。その後、
正義と平和協議会と改名され、75年に第1回全国会議が行
われました。名古屋では、76年（第2回）、89年（第15回）、
2000年（第16回）と過去3回開催されています。その間、
社会司教協議会参加のあらゆる部門（難民移住移動者委員
会、カリタスジャパン、部落差別人権委員会、子どもと女
性の権利擁護のためのデスク、HIV/AIDS デスク）が分科
会を催すようになり、いまでは日本のカトリック教会が取
り組む社会問題の全体像を提示する場となっています。
　今回、名古屋教区で開催するにあたり、松浦悟郎司教は
名古屋教区の全小教区に対し、開催当日（2018年11月23～
24日）には行事などを予定しないようにし、できるだけ多
くの信徒が参加するようにと配慮を求めておられます。
　以下、その概要をお伝えします。

第40回日本カトリック正義と平和全国集会2018名古屋大会

大会テーマ　「�共に生きる地球家族�
―今問われる私たちの選び、私の決意―」

日　程　11月23日（金・祝）・�24日（土）
会　場　�カトリック布池教会および名古屋市内外のカト

リック教会施設

〈プログラム〉
11/23（金・祝）
12：00　受付開始� ［布池教会大聖堂］
13：00　開会式
13：30　�基調講演�

「世界のゆがんだ経済格差、その現実と原因」
　　　　講師：羽後静子（中部大学国際関係学部）
14：20　シンポジウム
　　　　講師：ヨゼフ・アベイヤ神父（クラレチアン宣教会）
　　　　講師：弘田鎮枝修道女（ベリス・メルセス宣教修道女会）
16：00　パネルディスカッション
　　　　シンポジストの皆さん　司会：松浦悟郎司教
18：00　懇親会� ［布池教会聖ヨゼフ館］
11/24（土）
10：00～16：00　第1～第16分科会
� ［名古屋市内外の教会施設］
17：00　まとめ・派遣ミサおよび閉会式�［布池教会大聖堂］

分科会一覧
第1� 移住者と日本社会とカトリック教会
第2� 低線量被曝と福島からの声
第3� 東アジアの和解と平和
第4� 差別と向き合う　―ハンセン病をとおして―
第5� �LGBTと人権�

　―僕がゲイクリスチャンで良かったこと―
第6� �教会の中の性虐待・性暴力を防止する�

　―私たち一人ひとりの問題として―

第7� �私が牢にいたとき訪ねてくれた�
　―死刑囚との交流から―

第8� �排除のない社会をめざして�
　―日韓の自死・自殺への取組みから―

第9� �排除 ZEROキャンペーン�
　国籍をこえて人びとが出会うために

第10� �国策の道具として利用され虐げられてきた沖縄�
　琉球処分から普天間基地移設問題まで

第11� 福音を生きるとは　―優生思想に対抗して―
第12� �受刑者の回復と社会復帰支援�

　―キリストの愛と赦し―
第13� �私を平和の道具としてください�

　―憲法9条がめざすもの―
第14� つながりの貧困
第15� �リニア中央新幹線を問う�

　―それでもあなたは乗りますか―
第16� �美しい若狭を守ろう　―世界一の原発密集地域から―

※�交流会と一部の分科会は、事前申込および参加費が必要
です

※詳細は、これから発表されます

主　催　カトリック名古屋教区　
共　催　日本カトリック正義と平和協議会
大会実行委員会事務局
〒461-0004 名古屋市東区葵2-6-29　福信館内
☎052-935-7180　Fax 052-935-7195
E-mail:�s.fukuin@nagoya.catholic.jp

正義と平和・名古屋大会の概要
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加入者名　カトリック名古屋教区
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毎月第2・第4（木）�19：00�～�（金）�19：00　主

ちか ら
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まち

記念聖堂
問合せ　☎�052-935-2223（教区事務所）�

090-1623-1170（平田政信神父）

『毎月第１土曜日・ロザリオの集い』
日　時　毎月第1土曜日　13：00～
場　所　カトリック押切教会　名古屋市西区名西1-12-5
司　祭　島袋幹男神父、他
スケジュール
　13：00～聖体賛美式・ゆるしの秘跡・ロザリオの祈り
　14：00～ミサ
　15：00～聖母マリアの汚れなきみ心への奉献の祈り
　15：30～お茶タイム
主　催　ロザリオの集いの会
問合せ　高木光男　☎090-5451-4775

名古屋教区神言会・聖霊会JPIC勉強会シリーズ第2回

共に生きる地球家族
日　時　7月1日（日）13：30～16：00（開場13時）
場　所　カトリック南山教会マリア館2階
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車徒歩5分）
テーマ　�「今の世界を動かしている勢力とわたしたちの無

力感～草の根からの働きかけの可能性～」
講演者　三俣　学�氏
　　　　（兵庫県立大学経済学部・応用経済学科教授）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会
問合せ　福信館��☎052-935-7180（Fr.�竹谷）
　　　　八事聖霊修道院��☎052-832-0434（Sr.�武田）

映�画　　　　　��father
カンボジアへ幸せを届けたゴッちゃん神父の物語

人間味あふれるゴッちゃん
神父86歳の集成の旅。
　1981年、祖国の内乱や殺
戮から日本に逃れてきたカ
ンボジア難民の子どもを受
け入れ育て、その関わりか
ら始まったカンボジアでの
学校作りは広がった支援の
輪により19校に上る。その
集成となるカンボジアへの旅と故郷長岡への旅、そして�
後藤文雄神父（神言会）の日常を追った2年にわたるドキュ
メンタリー映画。
上　映　6月30日（土）より
劇　場　名演小劇場（錦通東新町・中電ビル東）
　　　　☎052-931-1701

聖パウロ女子修道院（聖パウロ書院）からお知らせ

ロザリオの祈り
　修道院のチャペルで、シスターたちと一緒に「ロザリオ
の祈り」をしませんか。
日　時　毎月第2日曜日　14：00～（40分程度）
　　　　6月10日（日）　　7月8日（日）
　　　　8月はお休み　　9月9日（日）

読書会
日　時　毎月第3土曜日　14：00～15：30
　　　　6月16日（土）　　7月21日（土）
　　　　8月はお休み　　9月15日（土）
（9月迄書籍「パウロの福音」を読んでいます。）

　「ロザリオの祈り」「読書会」はどなたでも自由に参加頂
けます。詳しくは、聖パウロ書院へお問い合わせください。
連絡先　聖パウロ書院
　　　　☎052-936-4443　Fax 052-799-4461

第4回『あとから来る者のために』
原発研修会

　どなたでも、お気軽にご参加ください。
日　時　6月9日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円
主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360
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福信館春のバザーのお礼
　4月22日に開催した「福信館炊き出しバザー」には沢山
の方にご来場いただき有難うございました。当日は真夏を
思わせる暑い日となりました。テントもいつもよりたくさ
ん張り、準備したことで少しは暑さをしのぐことができ、
用意した食品も完売しました。
　この春祭りのバザー（炊き出し支援のため）も28回とな
ります。地域の方は楽しみに待っていて下さり、教会関係
の方たちには交流の場となっていることは、とても喜びで
す。皆様の協力のおかげで52万円の収益を得ることもでき
ました。この収益は炊き出し活動のために、大切に使わせ
ていただきます。� （福信館春のバザー実行委員会）

2018年度キリシタン史勉強会のお知らせ
第2回
主税町記念聖堂 7月16日（月・祝）13：00～
金沢教会　　　 9月9日（日）14：00～
キリシタン文化を考える（青山玄神父）
仮題　�「日本に影響を与えた宣教師がもた

らしたキリスト教」

第3回
主税町記念聖堂 11月3日（土・祝）13：00～
金沢教会　　　 11月18日（日）14：00～
キリシタン禁制の歴史その1（浅井太郎神父）
仮題　�「豊臣秀吉、徳川家康、秀忠、家光

の時」

連　絡　�講師の都合により講題テーマは変更になる場合があります
お申込み不要　参加無料（席上献金あり）　ご希望の方は各教会へお出かけください
主　催　�カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会
問合せ　☎052-936-8366


